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第４学年算数科学習指導案  

日 時 平成３０年１０月 ５日（金）６校時 

        児 童   男子１０名 女子７名 計１７名  

指導者                  

 

１ 単元名  「広さを調べよう」 面積のはかり方と表し方 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元で扱う面積のはかり方とあらわし方は，学習指導要領には以下のように位置付けられてい

る。 

第４学年 B量と測定 

（１） 面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるように

する。 

  ア 面積の単位（平方センチメートル（㎠），平方メートル（㎡），平方キロメートル（㎢）

について知ること。 

  イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。 

 第４学年 D数量関係 

（２） 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。 

 イ 公式についての考え方を理解し，公式を用いること。 

   本単元では，面積についてその単位と測定の意味を理解し，長方形及び正方形の面積の求め方を

考えることと，面積についての量感を豊かにすることをねらいとしている。 

   まず，面積の意味とその単位「平方センチメートル（㎠）」を理解する。そこで，こうした単位

を用いれば，多数の図形の広さを比較することができるという普遍単位の必要性や有用性にも気付

かせる。次に長方形や正方形の求積公式導く活動を行う。それに加えて，面積と一方の辺の長さか

らもう一方の辺の長さを求めることや，縦・横の長さ，面積，周りの長さの関係を整理すること，

複合図形を長方形に分割して面積を求めることを通して公式の意味の理解を深めていく。そして，

「平方メートル（㎡）」「平方キロメートル（㎢）」などの単位と，それらの単位の相互関係を知

るとともに，身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動を行うことで，必要に応じて単位を

使い分けることができるようにし，面積の量感を養うことができるようにする。 

（２）児童について 

   児童は第１学年で，面積の意味や直接比較，任意単位による測定を行い，面積を比較する活動を

通して，面積についての基礎的な学習してきている。 

レディネステストの結果を見ると，任意単位の考え方を用いて広さを比較することはできてい

る。しかし，移動や切って重ねる等の作業を想像して考えることが苦手である。また，図や式，表，

言葉などを使って自分の考えを説明することができると答えた児童は少ない。 

そこで，操作活動ができるような教具を活用し，考えさせる。また，図を色分けしたり，記号や

番号を記したりして，図と式を対応させて考え，説明できるようにする。 

（３）指導にあたって 

  【学んだことを使って考える活動】 

  ・面積の単位「平方センチメートル（㎠）」「平方メートル（㎡）」「アール（ａ）」「ヘクター

ル（ha）」「平方キロメートル（㎢）」を知り，面積の意味について理解させる。 

  ・公式の意味を知り，長方形，正方形の面積を求めさせる。 

  ・複合図形の面積を長方形や正方形の形をもとにして考えさせる。 
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  【数学的な表現を使って学び合う活動】 

  ・単位正方形の個数に着目して，長方形や正方形の面積の公式を考える。 

・「補助線」「長方形」「正方形」「面積」などの算数用語や図，式を使って，複合図形の面積の

求め方を考えたり，説明したりさせる。 

   

３ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

   面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにすると

ともに，面積についての量感を豊かにする。 

（２）評価規準 

関心･意欲･態度 
・面積を数値化して表すことの良さや，計算によって求められることの便利さに

気付き，身の回りの面積を求めるなど生活に生かそうとする。 

数学的な考え方 
・面積について，量や乗法の学習を基に，単位の何こ分で数値化して表すことや

辺の長さを用いて計算で求められることを考え，とらえることができる。 

技    能 ・長方形，正方形の面積を公式を用いて求めることができる。 

知識・理解 

・面積について，単位と測定の意味，長方形や正方形の面積は計算によって求め

られることやその求め方，面積の単位間の関係を理解するとともに，面積につ

いての量感を身に付ける 

 

４ 教材の関連と発展 

 

５ 単元の指導計画（１２時間）              

時 目 標 学 習 活 動 評 価 規 準 共に学び合う活動 

（１）広さの表し方 下ｐ．１２～１５  ２時間 

１ 

 

 

 

 

○プロローグ 

〇面積の比べ方をい

ろいろな方法で考

え，面積を比べるこ

とができる。 

 

・陣取りゲームで得られた図形の面積の

比べ方を考える。 

関既習の量の場合を基

にいろいろな方法で

面積の比べ方を考え

ようとしている。 

（発表・観察） 

 

【学んだことを使う】 

・広さは，重ねたり，同

じ大きさのますの数

を数えたりして比べ

られる。 
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２ 

〇面積の単位「平方セ

ンチメートル（㎠）

を知り，面積の意味

について理解する。 

・陣取りゲームで得られた図形の面積の

表し方を考える。 

・面積の単位「平方センチメートル 

（㎠）」を知る。 

 

知面積の意味や面積の

単位「平方センチメ

ートル（㎠）」を理

解している（発表・

ノート） 

【数学的な表現を使う】 

・「たて」・「横」 

・「面積」・「１㎠」 

・「１㎠の何こ分」 

（２）長方形と正方形の面積 下ｐ．１６～２３ ３時間  

３ 

 

 

 

 

〇長方形，正方形の面

積を計算で求める

方法を理解し，面積

を求める公式をつ

くることができる。 

・長方形，正方形の面積を計算で求める

方法を考える。 

・「公式」の意味を知り，長方形正方形

の面識の公式をまとめる。 

関面積は計器による測

定でなく，縦横の辺

の長さから計算で求

められることの便利

さに気付いている。 

（発表・ノート） 

技面積の公式を用いて

長方形，正方形の面

積を求めることがで

きる。 

（発表・ノート） 

【学んだことを使う】 

・正方形の数と辺の長さ

を表す数が同じであ

る。 

 

【数学的な表現を使う】 

・「長方形の面積＝たて

×横＝横×たて」 

・「正方形の面積＝１辺

×１辺」 

 

４ 

 

・公式を用いて，長方形や正方形の面積

を求めたり，辺の長さを求めたりする。 

・周りの長さが等しい長方形や正方形の

面積を調べ，周りの長さが等しくても

面積が異なる図形があることをおさ

える。 

５ 

 

本

時 

 

 

  

○既習の長方形の面

積を求める学習を

活用して，長方形を

組み合わせた図形

の面積の求め方を

考え，面積を求める

ことができる。 

 

 

・長方形を組み合わせた図形の面積を，

分割したり，補ったりするなどのいろ

いろな考えで求める。 

・他者の考えを読み取り，図や式などで

説明する。 

関どの考えも，既習の

長方形の形を基にし

て求められることに

気付き，既習を活用

する良さを認めてい

る。 

 （発表・ノート） 

□考長方形を組み合わ

せた図形の面積の

求め方を，求積方法

が既習である長方

形分割するなどし

て考え，図や式など

を用いて説明して

いる。 

（発表・ノート） 

【学んだことを使う】 

・長方形の面積の公式を

使って，複合図形の面

積を求める。 

【数学的な表現を使う】 

・「補助線」 

・「長方形」 

・「長方形の面積＝たて

×横＝横×たて」 

・「平方センチメートル

（㎠）」  

（３）大きな面積の単位 下ｐ．２４～２７ ５時間 

６ 〇面積の単位「平方メ

ートル（㎡）」を知

り，辺の長さがｍの

場合も，長方形や正

方形の面積の公式

が適用できること

を理解する。 

・長方形の形をした教室と正方形の形を

した理科室の面積の求め方を考える。 

・面積の単位「平方メートル（㎡）」を

知る。 

・辺の長さがｍで表されていても，面積

の公式が使えることを確認する。 

□知 辺の長さがｍで表

された長方形や正方

形の面積も，面積の

公式を適用して求め

られることを理解し

ている。 

（発表・ノート） 

 

 

【学んだことを使う】 

・長方形，正方形の面積

の公式を使って求め

る。 

【数学的な表現を使う】 

・「ｍ」 

・「平方メートル（㎡） 

・「長方形の面積＝たて

×横＝横×たて」 

・「正方形の面積＝１辺

×１辺」 
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７ 〇面積の単位㎡と㎠

の関係を理解する。 

・１㎡は何㎠になるか調べる。 

・髪を使って，１㎡の正方形を作り面積

の量感をつかむ活動に取り組む。 

□知 面積の単位㎡と㎠

の関係を理解してい

る。 

（発表・ノート） 

 

【学んだことを使う】 

・長方形，正方形の面積

の公式を使って求め

る。 

【数学的な表現を使う】 

・「平方センチメートル

（㎠）」 

・「平方メートル（㎡） 

・「長方形の面積＝たて

×横＝横×たて」 

・「正方形の面積＝１辺

×１辺」 

８ 〇面積の単位「アール

（ａ）」「ヘクター

ル（ha）」 

「平方キロメートル

（㎢）」を知る。 

 

 

 

・１辺の長さを１０ｍや１００㎝にした

時の面積を考え，面積の単位「アール

（ａ）」「ヘクタール（ha）」を知る 

 

・町の面積を調べ，面積の単位「平方キ

ロメートル（㎢）」を知る。 

・１㎢は何㎡になるか調べる。 

□知 面積の単位「ａ」「

ha」「㎢」を理解し

ている。（発表・ノ

ート） 

 

 

【学んだことを使う】 

・長方形，正方形の面積

の公式を使って求め

る。 

【数学的な表現を使う】 

・「アール（ａ）」 

・「ヘクタール（ha）」 

・「長方形の面積＝たて

×横＝横×たて」 

・「正方形の面積＝１辺

×１辺」 

９ 

10 〇面積の単位の相互

関係を，長さの単位

間の関係を基に考

察し理解する。 

 

・単位正方形の1辺の長さに着目して，

１㎡，１ａ，1ha，１㎢の関係を調べ

る。 

・単位正方形の１辺の長さが１０倍にな

ると面積は１００倍になることをと

らえる。 

・単位正方形の１辺の長さが１０倍にな

ると，面積は１００倍になることの理

由を考える。 

 

 

 

□考１㎡，１ａ，1ha，

１㎢で表される正方

形の１辺の長さと面

積から，正方形の１

辺の長さが１０倍に

なると面積は１００

倍になる関係を見出

し，説明している。 

（発表・ノート） 

□知 面積の単位「ａ」 

「ha」「㎢」の相互

関係を理解している 

（発表・ノート） 

【学んだことを使う】 

・長方形，正方形の面積

の公式を使って求め

る。 

【数学的な表現を使う】 

・「１０倍」 

・「１００倍」 

 

まとめ 下ｐ．２８～２９，１２７ ２時間 

11 〇学習内容を適用し

て問題を解決する。 

〇算数的活動を通し

て学習内容の理解

を深め，面積につい

ての興味を広げる。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。 

・〔やってみよう〕身の回りのいろいろ

な物の面積を，見当をつけてから調べ

る。 

□関 学習内容を適切に

活用して，活動に取

り込もうとしている 

（発表・ノート） 

 

□技 学習内容を適用し

て，問題を解決する

ことができる。 

（発表・ノート） 
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12 〇学習内容の定着を

確認し，理解を確実

にする。 

 

・「しあげ」に取り組む □知 基本的な学習内容

を身に付けている。

（発表・ノート） 

 

・【発展】巻末P.１２７の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，単元の学習内容を基に面積についての理

解を深める。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 

   既習の長方形の面積を求める学習を活用して，長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考

え，面積を求めることができる。 

（２）本時の指導にあたって 

  【学んだことを使って考える活動】 

  ・長方形の面積を求める学習を活用して，長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考えさせる。

(手立て２・３)  

  【数学的な表現を使って学び合う活動】 

  ・「補助線」「長方形」「長方形の面積＝たて×横＝横×たて」「平方センチメートル（㎠）」 

の用語や図，式を用いて，面積の求め方を考え，説明させる。(手立て１・２) 

 

（３）評価規準（数学的な考え方） 

評価規準（評価方法） Ｂ おおむね満足できる 支援が必要な児童への手立て 

長方形を組み合わせた図形 

の面積を，分割したり，補っ

たりするなどいろいろな考え

で求める。（発表・ノート） 

長方形を組み合わせた図形の面積

の求め方を，長方形に分割したり，

補ったりして考え，図や式を用いて

説明している。 

 補助線を入れた図形を用意

し，長方形に分けて考えること

に気付かせる。 

 

（４）展開 

段 
階 学 習 活 動 

留意点と評価 
（◆研究の視点） 

 

と 

 

ら 

 
え 
 
る 
 

  
  
５ 

分 

 

１ 問題を提示する。 
○長方形・正方形の面積を求める。  

 

 

 

 

 
 
 
 

２ 課題を把握する。  

 

 

 
 
 

・面積を求める公式を確認し復習する。 

 

・隠れている図形を徐々に動かして提示
し，既習である長方形から未習である
複合図形を変化させることで，本時の
図形を把握しやすくなるようにする 

 

・前時までとの違いを考えさせる。  

 
 

次のような形の面積をもとめよう  

でこぼこした図形の面積のもとめ方

を考えよう。  



6 

 
 
考 
 
え 
 
る 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
５
分 
 

３ 自力解決をする。 
○解決の見通しをもつ。  

・補助線を引いて，長方形にして考える。  

・大きい長方形にして，小さい長方形を引く。  

 

○長方形にして考える。  

 

＜分けて，たす＞  

・４×３＋２×３＝１８ 

          １８㎠ 

 

 

・２×３＋２×６＝１８ 

          １８㎠ 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜大きくして，引く＞ 
 

 
 
 
 

 

 

＜動かす＞ 

 

・（４＋２）×３＝１８ 

１８㎠ 

 

 

◆既習事項を使えば，面積を求めるこ

とができそうだという見通しをもた

せる。 

・既習事項である長方形の面積の公式

が使えることに気付かせる。  

・必要な長さは，方眼の数を数えるこ

とによってわかることを確認してお

く。  

 

 

・自力解決が困難な児童には，補助線

を入れた図形カードを見せて考えさ

せる。  

 

・解決できた児童には，他の方法がな

いか考えさせる。  

 

・どの部分の面積を求めたのかわかり

やすいように数字，記号を書き入れ

るように助言する。  

 

・倍積変形の考え方は，第11時で扱う。 

 
見 
 
つ 
 
け 
 
る 
 
  
 

20 

分 

４ 考えを発表し，交流する。 
○グループで説明しあう。  

 

○全体で話し合う。  

・式から友だちの方法を考え，説明する。  

・図から計算方法を考え，説明する。 

◆既習の求積公式を活用して，複合図形
の面積の求め方を考え，説明させる。 

◆「補助線」 

◆「長方形」 

◆「長方形の面積＝たて×横＝横×たて」 

◆「平方センチメートル（㎠）」 

考長方形を組み合わせた図形の面積を，分割

したり，補ったりするなどいろいろな考え

で求める。（発表・ノート） 

・２×３×３＝１８ １８㎠ 

 

 

 

・４×６ー２×３＝１８ 

          １８㎠ 

 

 

 

 



7 

ま 

 

と 

 
め 
 
る 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
15 

分 

 

 

５ 本時の学習をまとめる。  

 

長方形にして考えると，面積をもとめること

ができる。 

 
６ 適用問題を解く。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・１０×１２―３×５＝１０５  

                １０５㎠ 

 

・１２×７＋３×４＋３×３＝１０５      
                 １０５㎠ 

 

７ 学習を振り返る。 

○今日の学習で分かったことやさらに知りたい

ことなどを書く。  

○全体で交流する。  

◆板書をもとに，本時の学習内容を価

値付ける。 

 
 
 
 
・本時のまとめを生かし，自力解決した
やり方と違う方法で解くように助言す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆視点を示し，本時の学習を振り返らせ
る。 

 

 

 

（５）板書計画 

 

１０／５  P.１９ 

 

次のような形の面積をもとめよう。 

 

 

 

 

 

 

でこぼこした図形の面積の

もとめ方を考えよう。 

 長方形にして考える

と、面積をもとめること

ができる。 

 

＜分けてたす＞      ＜大きくして引く＞ ＜動かす＞ 

 

 


